
月
２０
日
か
ら
受
付
）

A
１１
月
５
日
貍
・
６
日
豸

午
前
１０
時
〜

午
後
５
時
（
６
日
の
展
示
は
４
時
ま
で)

G
無
料

【
展
示
の
部
】

B
八
潮
メ
セ
ナ
、
や
し
お
生
涯
楽
習
館
、

八
幡
公
民
館

D
手
工
芸
・
華
道
・
絵
画
・
文
芸
・
洋
ら

ん
・
絵
手
紙
・
子
ど
も
作
品
・
書
道
・
盆

栽
な
ど
の
展
示

【
ス
テ
ー
ジ
の
部
】

B
八
潮
メ
セ
ナ
ホ
ー
ル

D
民
謡
･
歌
謡
･
舞
踊
･
吟
詠
･
フ
ラ
ダ

ン
ス
･
郷
土
芸
能
･
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
な
ど

I
市
民
文
化
祭
実
行
委
員
会
事
務
局(

八

幡
公
民
館
内)

蕁
９９５
・
６
２
１
６

D
ビ
デ
オ
に
よ
る
講
義
と
訓
練
犬
に
よ
る

模
範
訓
練
※
抽
選
で
２０
人
の
方
に
「
犬
の

し
つ
け
方
の
本
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
　
※
犬

は
入
場
で
き
ま
せ
ん
。

F
５０
人
（
申
込
順
）

H
電
話
で
草
加
保
健
所
（
蕁
９２５
・
１
５

５
１
）
へ

A
１０
月
２０
日
貅

午
後
１
時
３０
分
〜

C
参
加
自
由

B
八
潮
メ
セ
ナ
ホ
ー
ル

D
①
防
犯
功
労
者
表
彰
②
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
（
マ
ジ
ッ
ク
＝
ブ
ラ
ッ
ク
嶋
田
、
漫

才
＝
Ｗ
モ
ア
モ
ア
）

G
無
料

I
草
加
八
潮
地
区
防
犯
協
会
蕁
９４３
・
０

１
１
４

３
Ｂ
体
操
と
は
、
ボ
ー
ル
、
ベ
ル
、
ベ

ル
ダ
ー
と
い
う
３
つ
の
補
助
具
を
使
用
し

て
、
音
楽
に
あ
わ
せ
て
行
う
健
康
体
操
で

す
。

A
１０
月
２６
日
〜
１２
月
２１
日
　
午
前
１０
時
〜

１１
時
３０
分
（
毎
週
水
曜
日
・
全
８
回
）

B
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
講
堂

C
高
齢
者
の
方
（
６５
歳
以
上
）

E
体
操
の
で
き
る
服
装
、
体
育
館
用
靴

F
４０
人
（
申
込
順
）

G
１
５
０
０
円
（
保
険
料
等
）

H
電
話
で
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
蕁
A
３

９
０
）
へ

A
平
成
１８
年
１
月
２２
日
豸
（
小
雨
・
小
雪

決
行
）
※
予
備
日
は
あ
り
ま
せ
ん
。

C
市
内
在
住
・
在
勤
チ
ー
ム
、
市
外
は
３０

チ
ー
ム
ま
で

D
一
般
･
高
校
の
部
、
中
学
男
子
、
女
子

の
部
、
各
６
区
間

G
１
チ
ー
ム
３
０
０
０
円
（
中
学
生
チ
ー

ム
は
無
料
）

H
平
成
１８
年
１
月
１０
日
ま
で
に
、
参
加
費

を
添
え
て
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

（
蕁
９９６
・
５
１
２
６
）
へ

H
１０
月
１１
日
か
ら
２１
日
ま
で
に
電
話
で
、

社
会
教
育
課
（
蕁
A
３
５
７
）
へ

①
資
料
館
詩
吟
教
室

A
１０
月
２３
日
〜
平
成
１８
年
１
月
８
日
（
毎

週
日
曜
日
・
全
１０
回
）

午
後
１
時
３０
分

〜
３
時
３０
分

D
講
師
＝
野
口
和
子
さ
ん
（
詩
吟
神
風
流

神
和
会
代
表
）

F
１５
人
（
申
込
順
）

G

５００
円
（
資
料
代
）

H
１０
月
１６
日
ま
で
に
電
話
で
資
料
館
へ

②
ワ
ラ
細
工
作
り

A
１１
月
１２
日
貍

午
前
１０
時
〜
午
後
４
時

C
中
学
生
以
上

D
ワ
ラ
を
使
い
鶴
と
亀
を
作
り
ま
す
。

F
１５
人
（
申
込
順
）

G

２００
円

H
１１
月
３
日
ま
で
に
、
参
加
費
を
添
え
て

資
料
館
へ

③
古
典
芸
能
の
集
い

A
１１
月
３
日
豢

午
後
１
時
３０
分
〜

D
資
料
館
併
設
古
民
家
で
、
長
唄
、
日
本

舞
踊
、
筝
曲
を
披
露

F
６０
人
（
先
着
順
）

G
無
料

―
①
②
③
共
通
―

B
資
料
館

I
資
料
館
蕁
９９７
・
６
６
６
６

A
１０
月
２３
日
豸

午
前
９
時
３０
分
〜
正
午

B
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
「
ゆ
ま
に
て
」

C
市
内
在
住
の
中
学
生
以
上
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A

B

D

E

F

H

I

C

G

A
１１
月
１０
日
貅

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
市
役
所
前
庭
に
て
集
合
・
解
散
）

C
市
内
在
住
の
方

D
越
谷
市
「
能
楽
堂
」「
花
田
苑
」、
春
日

部
市
の
首
都
圏
外
郭
放
水
路
Ｐ
Ｒ
施
設

「
龍
Ｑ
館
」
※
龍
Ｑ
館
で
は
地
下
施
設
の

見
学
で
、
階
段
を
約
１００
段
昇
降
し
ま
す
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
あ
り
ま
せ
ん
。

E
ズ
ボ
ン
や
運
動
靴
・
ス
ニ
ー
カ
ー
な
ど

動
き
や
す
い
服
装

F
３０
人
（
申
込
順
）

G
１
０
０
０
円
（
昼
食
代
等
、
保
険
料
）

H
１０
月
１１
日
、
午
前
９
時
か
ら
電
話
で
、

生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
（
蕁
A
３

２
８
）
へ

A
１１
月
２７
日
豸

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

B
ゆ
ま
に
て
（
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
）

体
育
館

F
８
チ
ー
ム
（
申
込
順
）

G
１
チ
ー
ム
５
０
０
０
円

H
１０
月
１１
日
か
ら
、
メ
ン
バ
ー
表
に
参
加

費
を
添
え
て
ゆ
ま
に
て
（
蕁
９９６
・
０
１

２
３
）
窓
口
へ

A
平
成
１８
年
１
月
９
日
豢
・
成
人
の
日
　

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
４５
分
（
受
付
＝
午

後
１
時
〜
）

B
八
潮
メ
セ
ナ

C
昭
和
６０
年
４
月
２
日
〜
昭
和
６１
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
方

D
式
典
、
抽
選
会
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

※
１２
月
中
旬
ま
で
に
、
市
内
在
住
の
対
象

者
に
案
内
通
知
を
郵
送
。
現
在
市
外
に
転

出
さ
れ
て
い
る
方
も
参
加
で
き
ま
す
の

で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

I
社
会
教
育
課
蕁
A
３
６
５

〜
女
性
の
た
め
の
再
就
職
支
援
〜

A
１１
月
１２
日
貍

午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

３０
分

B
八
潮
メ
セ
ナ
会
議
室

C
市
内
在
住
・
在
勤
の
１６
歳
以
上
の
女
性
　

D
①
最
近
の
就
職
事
情
②
履
歴
書
、
職
務

経
歴
書
の
書
き
方
③
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

使
っ
た
求
人
の
探
し
方
④
面
接
の
ロ
ー
ル

プ
レ
イ
※
講
師
＝
小
澤
佳
代
子
さ
ん
（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
２１
理
事
長
）

F
２０
人
（
申
込
順
）

G
無
料

H
窓
口
ま
た
は
電
話
で
、
男
女
共
同
参
画

課
（
蕁
A
８
１
１
）
へ

A
１１
月
２
日
貉
〜
６
日
豸

午
前
９
時
〜

午
後
４
時
（
２
日
は
午
後
１
時
〜
）

B
市
役
所
西
側
駐
車
場

I
農
政
課
蕁
A
２
９
９

A
第
１
期
＝
１２
月
１７
日
貍
・
１８
日
豸

午

後
１
時
３０
分
〜
４
時
（
受
付
＝
午
後
１
時

１５
分
〜)

、
平
成
１８
年
１
月
１４
日
貍

午

前
９
時
３０
分
〜
正
午
（
受
付
＝
午
前
９
時

１５
分
〜
）、
第
２
期
＝
２
泊
３
日
の
宿
泊

研
修
会
（
平
成
１８
年
８
月
予
定
）

※
第
１
期
研
修
会
３
回
の
う
ち
２
回
以
上

出
席
し
た
人
は
、
第
２
期
研
修
会
に
参
加

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

B
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
講
堂

C
市
内
在
住
の
小
学
５
年
生

D
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
の
意
義
や
役
割
に

つ
い
て
の
講
義
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・

ク
ラ
フ
ト
な
ど
の
実
習

E
筆
記
用
具
、
上
履
き

F
３０
人
（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
抽
選
）

G

５００
円
（
第
１
期
分
の
資
料
代
等
）
※

初
回
に
持
参

H
１１
月
４
日
ま
で
に
、
社
会
教
育
課
（
蕁

A
３
６
５
）
窓
口
へ

①
ク
リ
ス
マ
ス
料
理
教
室
　

A
１１
月
２６
日
貍

午
後
１
時
３０
分
〜
４
時

B
八
幡
公
民
館
調
理
室

C
市
内
在
住
の
小
学
４
年
生
〜
６
年
生

D
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
、
カ
リ
ッ
と
ピ
ザ

等F
１６
人
（
申
込
順
）

G

７００
円

E
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

②
ぬ
い
ぐ
る
み
教
室

A
１１
月
１２
日
・
１９
日
・
２６
日（
各
土
曜
日
、

全
３
回)

午
前
１０
時
〜
１１
時
３０
分

B
八
幡
公
民
館
研
修
室

C
市
内
在
住
の
小
学
５
年
生
〜
６
年
生

D
パ
ン
ダ
一
体
を
作
製
す
る

E
裁
縫
道
具
一
式
、
木
綿
な
ど
好
き
な
布

（
３０
㎝
×
３０
㎝
）

F
８
人
（
申
込
順
）

G
１
０
０
０
円

―
①
②
共
通
―

女
性
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座

第
３４
回
八
潮
市
鉢
の
会
菊
花
展
示
会

親
水
ふ
れ
あ
い
め
ぐ
り
バ
ス
ハ
イ
ク

第
３１
回
八
潮
市
民
文
化
祭

おしらせHOTコーナー　催し

第
４２
回
市
内
一
周
駅
伝
大
会

八
潮
市
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

養
成
研
修
会

や
し
お
子
ど
も
体
験
教
室

平
成
１８
年
成
人
式

ゆ
ま
に
て

「
サ
ロ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」

３
Ｂ
健
康
体
操
教
室

（
高
齢
者
対
象
）

A
１１
月
１５
日
〜
１２
月
９
日
（
毎
週
火
・
金

曜
日
、
全
８
回
）

午
前
１０
時
〜
１１
時

B
市
民
温
水
プ
ー
ル

C
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

D
浮
力
・
抵
抗
・
水
圧
・
水
温
と
い
う
水

中
運
動
の
特
性
を
利
用
し
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
と
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
中
心
と
し
た

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
で
す
。
泳
げ
な
い
方
で
も

参
加
で
き
ま
す
。

F
４０
人
（
先
着
順
）

G
１
３
０
０
円
（
保
険
料
を
含
む
）

H
１０
月
１３
日
か
ら
電
話
予
約
の
う
え
、
参

加
費
を
添
え
て
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

（
蕁
９９６
・
５
１
２
６
）
窓
口
へ
。（
た
だ

し
、
蠢
期
に
参
加
申
込
み
し
た
方
は
、
１０

水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
＆

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
（
蠡
期
）

犬
の
し
つ
け
方
教
室

資
料
館
事
業

草
加
八
潮
地
区
地
域
安
全
大
会

そばづくり講座 
（年越しそばを自分で打とう!） 

英会話講座 
（楽しめる英会話を目指して!） 

コーラス講座 
（声のハーモニーを求めて♪） 

料理講座 
（料理のイロハを学ぼう!） 

11/５・12・19  
12/３・10・17 
（各土曜日） 
 

11/５・12・19 ・26 
12/３・10（各土曜日） 

11/10・17・24  
12/１・８・15 
（各木曜日） 

11/12・19、 
12/３・17（各土曜日） 

４回 

6回 

6回 

6回 

午後6時～8時 

午後7時～9時 

午後6時30分 
　～9時 

午後1時30分 
　～3時30分 

中川みどりさん 

能登　姿さん 

関　智樹さん 

田中裕子さん 
（料理研究家） 

16人 

16人 

15人 

20人 

無　料 

無　料 

5,000円 

3,000円 

日　程 回数 時　間 講　師 定員 参加費 講　座　名 

ゆまにて講座受講生募集 

B 勤労青少年ホーム　ゆまにて 
C 原則１８から３０歳までの勤労者（定員に満たない場合は一般の方も可） 
H 勤労者は１０月１１日から（一般の方は１０月１８日から）窓口または電話で、 
　 ゆまにて（蕁９９６─０１２３）へ 

パソコン（プリンタ
ー付・６万円）、デジ
タルピアノ（イス付・
３万円）、製図用ド
ラフタ－（無料）、
製図用平行定規
（無料）、車イス（小
型・無料） 

HI商工振興課 
　　　蕁A３３６ 

ゆずります 

※問題が生じた
時は当事者間で
解決をしていただ
き、市は責任を負
いかねます。 



生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
け
ぼ
の
（
鶴
ヶ
曽

根
１
１
３
０
）

G
無
料

I
児
童
障
害
課
蕁
A
４
５
３

〜
見
て
・
さ
わ
っ
て
・
体
感
し
よ
う
〜

A
１０
月
２８
日
貊

午
後
１
時
〜
４
時
３０
分

・
２９
日
貍

午
前
１０
時
〜
午
後
４
時

B
吉
川
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー「
お
あ
し
す
」

メ
デ
ィ
ア
プ
ラ
ザ
多
目
的
ホ
ー
ル

D
５
市
１
町
の
工
業
製
品
・
技
術
が
集
結

（
約
１００
社
）、
各
市
町
自
慢
の
特
産
品
販

売
な
ど

I
八
潮
市
商
工
会
蕁
９９６
・
１
９
２
６

A
１０
月
２９
日
貍

午
後
２
時
〜
４
時

B
八
潮
メ
セ
ナ
集
会
室

D
テ
ー
マ
「
お
茶
と
こ
こ
ろ
」
※
講
師
＝

吉
田
晋
彩
さ
ん
（
茶
道
家
・
生
涯
学
習
や

し
お
大
使
）

F
３０
人
（
申
込
順
）

H
１０
月
２１
日
ま
で
に
窓
口
ま
た
は
電
話

で
、
社
会
教
育
課
（
蕁
A
３
９
２
）
へ

「
災
害
に
強
い
た
す
け
あ
い
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
？

A
１０
月
２７
日
貅

午
後
６
時
３０
分
〜
９
時

B
八
潮
メ
セ
ナ
集
会
室

D
基
調
講
演
「
災
害
に
強
い
自
助
・
共
助

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
」
※
講
師
＝
伊

永
勉
さ
ん
（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
　
大

規
模
災
害
対
策
研
究
機
構
事
務
局
長
）

F

１５０
人
（
先
着
順
）

G
無
料
　

I
八
潮
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
・
原
田

蕁
９９６
・
９
２
０
７

A
１１
月
３
日
豢

午
前
１０
時
〜
正
午

B
八
潮
駅
北
口
集
合
（
車
を
利
用
さ
れ
る

方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
寿
楽
荘
（
蕁
９９５
・

２
８
４
７
）
へ
※
申
込
書
は
、
社
会
福
祉

協
議
会
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
寿
楽
荘
・

す
え
ひ
ろ
荘
、
高
齢
い
き
が
い
課
に
設
置

A
１１
月
３
日
豢
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

B
ゆ
ま
に
て
体
育
館

D
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

（
賞
品
多
数
）、
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
、
模
擬

店
な
ど

★
噴
火
祭
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
展
者
募

集G
１
０
０
０
円
（
出
店
料
）

H
１０
月
１１
日
、
午
前
９
時
か
ら
、
ゆ
ま
に

て
（
蕁
９９６
・
０
１
２
３
）
窓
口
へ

A
①
１０
月
２５
日
貂
②
１０
月
２８
日
貊

午
後

６
時
３０
分
〜
８
時
３０
分

B
八
潮
メ
セ
ナ
会
議
室

C
県
内
勤
労
者
・
使
用
者
、
一
般
の
方

D
①
次
世
代
育
成
支
援
に
つ
い
て
「
安
心

し
て
働
け
る
就
業
環
境
を
目
指
し
て
」
※

講
師
＝
奥
山
明
良
さ
ん
（
成
城
大
学
法
学

部
教
授
）、
人
権
問
題
に
つ
い
て
※
講

師
＝
市
社
会
教
育
指
導
員
②
改
正
高
齢
者

雇
用
安
定
法
「
法
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
」
※

講
師
＝
松
岡
二
郎
さ
ん
（
明
治
大
学
法
学

部
講
師
）

F
４０
人
（
申
込
順
）

G
無
料

H
１０
月
２１
日
ま
で
に
、
商
工
振
興
課
（
蕁

A
３
３
６
）、
ま
た
は
、
八
潮
市
商
工
会

（
蕁
９９６
・
１
９
２
６
）
へ

統
合
失
調
症
な
ど
の
精
神
障
害
者
を
抱

え
る
家
族
が
、
病
気
や
対
応
に
つ
い
て
他

の
家
族
と
情
報
交
換
を
し
、
家
族
同
士
の

親
睦
を
深
め
る
こ
と
で
互
い
に
支
え
合
う

場
で
す
。
日
々
の
思
い
を
話
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

A
①
１１
月
２
日
、
平
成
１８
年
１
月
１１
日
、

３
月
１
日
②
１２
月
１４
日
、
平
成
１８
年
２
月

８
日
（
各
水
曜
日
）

午
後
２
時
〜
４
時

B
①
保
健
セ
ン
タ
ー
②
精
神
障
害
者
地
域
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C
参
加
自
由

D
高
齢
者
も
障
害
の
あ
る
人
も
子
ど
も

も
、
み
ん
な
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
「
や

さ
し
い
ま
ち
」
を
目
指
し
て
、
駅
周
辺
な

ど
を
探
検
し
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
チ
ェ
ッ

ク
し
ま
す
。

F
２０
人
（
申
込
順
）

G

５００
円
（
保
険
代
等
）
別
途
お
茶
代
程

度
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

H
１０
月
２７
日
ま
で
に
窓
口
ま
た
は
電
話

で
、
や
し
お
生
涯
楽
習
館
（
蕁
９９４
・
１

０
０
０
）
へ

A
１０
月
２９
日
貍

午
後
２
時
〜
４
時

B
八
潮
メ
セ
ナ
会
議
室
１
・
２

C
市
内
ま
た
は
近
隣
市
町
在
住
で
、
精
神

保
健
福
祉
に
興
味
の
あ
る
方

D
講
師
＝
中
村
一
也
さ
ん
（
地
域
生
活
支

援
セ
ン
タ
ー
杜
の
家
施
設
長
）

F
６０
人

G
無
料

I
精
神
障
害
者
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

あ
け
ぼ
の
蕁
９９８
・
０
８
５
２

A
１１
月
１４
日
豺
・
埼
玉
県
民
の
日
　
午
前

１０
時
〜
午
後
４
時
３０
分

B
船
の
科
学
館
（
海
上
バ
ス
、
ま
た
は
ゆ

り
か
も
め
に
て
「
船
の
科
学
館
」
下
車
）

C
県
内
小
・
中
学
生

H
１０
月
３１
日
ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
で
船

の
科
学
館
業
務
部
業
務
課
（
住
所
、
氏
名
、

年
令
、
参
加
数
５
人
以
内
を
記
入
、
〒

１３５
―
０
０
９
２
品
川
区
東
八
潮
３
―
１

蕁
０３
・
５
５
０
０
・
１
１
１
１
）
へ

消
防
署
で
は
、
緊
急
時
に
消
火
栓
が
正

常
に
使
用
で
き
る
か
確
認
す
る
た
め
、
消

ま
ち
を
歩
い
て
、
ま
ち
を
観
よ
う
！

火
栓
の
点
検
作
業
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
と
き
、
一
時
的
に
濁
っ
た
水(

赤

水)

が
発
生
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
家

庭
の
水
道
か
ら
「
赤
水
」
が
出
た
場
合
は
、

水
道
の
使
用
を
一
時
中
断
す
る
か
、
し
ば

ら
く
水
を
出
し
て
お
く
と
き
れ
い
な
水
に

な
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。点

検
を
実
施
す
る
地
区
お
よ
び
期
間

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

実
施
地
区

八
條
、
新
町
、
伊
草
、
鶴
ヶ

曽
根
、
緑
町
一
〜
五
丁
目
、
中
央
一
〜
四

丁
目
、
中
馬
場
、
上
馬
場
の
一
部
、
上
二

丁
目
の
一
部

実
施
期
間

１０
月
２６
日
か
ら
概
ね
１
カ
月

間
（
月
曜
日
か
ら
木
曜
日
）

午
後
１
時

〜
３
時
３０
分

I
消
防
署
蕁
９９８
・
０
１
１
９

埼
玉
県
東
部
産
業
労
働
セ
ン
タ
ー
の
草

加
職
業
サ
ー
ビ
ス
ル
ー
ム
で
は
、
パ
ー
ト

タ
イ
ム
専
門
の
就
職
相
談
や
情
報
提
供
を

行
っ
て
い
ま
す
。

A
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除

く
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

B
草
加
職
業
サ
ー
ビ
ス
ル
ー
ム
（
草
加
市

高
砂
２
―
１８
―
１６
藤
本
ビ
ル
４
階
）
草
加

駅
東
口
徒
歩
５
分

G
無
料

I
草
加
職
業
サ
ー
ビ
ス
ル
ー
ム
蕁
９２７
・

８
６
７
０

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
遺
族
で
、
平

成
１７
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、
公
務
扶
助

料
や
遺
族
年
金
等
を
受
け
る
方
が
い
な
い

場
合
に
、
第
８
回
特
別
弔
慰
金
と
し
て
額

面
４０
万
円
、
１０
年
償
還
の
記
名
国
債
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

C
次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の
遺
族
一
人

①
弔
慰
金
の
受
給
権
者
②
戦
没
者
等
の
子

③
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有
し
て
お

り
、
か
つ
、
戦
没
者
等
と
氏
が
同
じ
で
あ

る
父
母
・
孫
・
祖
父
母
・
兄
弟
姉
妹
④
右

記
③
以
外
の
父
母
・
孫
・
祖
父
母
・
兄
弟

姉
妹
⑤
上
記
①
か
ら
④
以
外
の
遺
族
で
、

戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
１
年

以
上
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た
三
親
等
内

の
親
族

H
平
成
２０
年
３
月
３１
日
ま
で

I
社
会
福
祉
課
蕁
A
３
１
６
・
８
２
２

家
庭
児
童
相
談
室
で
は
、
児
童
に
関
す

る
様
々
な
問
題
に
対
し
、
専
門
の
相
談
員

が
適
切
な
助
言
を
し
ま
す
。
ま
た
、
必
要

に
応
じ
て
児
童
相
談
所
な
ど
の
専
門
機
関

と
連
絡
を
と
り
、
問
題
の
解
決
に
当
た
り

ま
す
。

相
談
の
秘
密
は
守
り
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

A
月
〜
金
曜
日
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

B
家
庭
児
童
相
談
室
（
市
役
所
２
階
児
童

障
害
課
内
）
※
電
話
に
よ
る
相
談
も
可

D
・
育
児
の
不
安
や
心
配
・
発
達
の
遅
れ

や
言
葉
の
遅
れ
な
ど
の
心
配
・
子
ど
も
へ

の
虐
待
・
不
登
校
・
非
行
な
ど

G
無
料

I
家
庭
児
童
相
談
室
蕁
A
４
７
２

―
１０
月
１１
日
貂
〜
２０
日
貅
―

D
①
運
動
期
間
中
の
一
斉
公
開
建
築
パ
ト

ロ
ー
ル
②
講
演
会
「
悪
質
リ
フ
ォ
ー
ム
に

つ
い
て
」「
建
築
基
準
法
の
改
正
に
つ
い

て
」、
建
築
相
談
コ
ー
ナ
ー
　
A
１０
月
２０

日
貅

午
後
１
時
３０
分
〜
４
時
　
B
松
伏

町
中
央
公
民
館「
田
園
ホ
ー
ル
エ
ロ
ー
ラ
」

I
建
築
課
蕁
A
４
６
８
・
４
６
９

税
務
署
で
は
、
消
費
税
の
申
告
に
関
す

る
ご
質
問
に
お
答
え
す
る
た
め
に
、「
消

費
税
相
談
窓
口
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

消
費
税
の
申
告
に
必
要
な
記
帳
の
仕
方

や
決
算
の
方
法
お
よ
び
請
求
書
等
の
保
存

方
法
な
ど
に
つ
い
て
ご
不
明
な
点
が
あ
り

ま
し
た
ら
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

I
越
谷
税
務
署
個
人
課
税
部
門
蕁
９６５
・

８
１
１
１

ゆ
ま
に
て
噴
火
祭

労
働
セ
ミ
ナ
ー

精
神
保
健
福
祉
講
座
「
地
域
精
神
保

健
福
祉
の
ゆ
く
え
」
〜
自
立
支
援
法

へ
の
動
き
を
ふ
ま
え
て
〜

消
火
栓
点
検
を
実
施
し
ま
す

パ
ー
ト
タ
イ
ム
探
し
の
お
手
伝
い

戦
没
者
等
の
遺
族
の
方
へ

―
特
別
弔
慰
金
申
請
期
間
中
―

お
子
さ
ん
に
つ
い
て
心
配
ご
と
や
悩
み
の

あ
る
方
は
「
家
庭
児
童
相
談
室
」
へ

任
期
満
了
に
伴
い
、
農
業
委
員
会
委
員

一
般
選
挙
が
８
月
６
日
に
行
わ
れ
ま
し

た
。告

示
日
に
定
員
と
同
数
の
立
候
補
届
出

が
あ
り
、
立
候
補
さ
れ
た
１０
人
の
方
が
無

投
票
当
選
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
推
薦
に
よ
る
委
員
７
人

を
含
め
、
次
の
１７
人
の
方
が
新
た
に
農
業

農
業
委
員
会
委
員
が
決
定

委員名（敬称略） 
 

三ヶ島　稔  
臼倉　健一  
大塚　一宏  
大久保昇一郎 
宇田川　清廣 
小倉　　茂  
市川　俊之  
高橋　達夫  
會田　早苗  
小澤　榮三  

 
萩野　信雄  

 
福岡　　敏  

 
高橋　長市郎 

 
大山　喜一  
渋谷　義政  
大山　清一  
小倉　日出男 

担当地区  
選挙による委員 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

土地改良区推薦 
 

農業共済推薦 
 

農　協　推　薦 
 

議　会　推　薦 
 

 
 
東古新田、西古新田 
上大瀬 
高木 
鶴ケ曽根（一）・（二） 
西袋、柳之宮、南後谷 
大曽根東・中・西、浮塚 
上二丁目、下二丁目 
幸之宮 
入谷 
伊勢野、垳 
 
和耕 
 
下大瀬 
 
上木曽根、下木曽根 
 
上馬場、中馬場、大原 
小作田、松之木、伊草 
南川崎 
新田、若柳 

家
族
の
つ
ど
い

埼
玉
東
部
工
業
展
Ｉ
Ｎ
な
ま
ず

の
里
　
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ

や
し
お
市
民
大
学
第
２
回
公
開
講
座

A

１１
月
１２
日
貍

午
後
３
時
〜
５
時

（
開
場
＝
午
後
２
時
３０
分
）

B
八
條
公
民
館

D
講
師
＝
豊
田
由
貴
夫
さ
ん
（
立
教
大
学

教
授
）

F
８０
人

H
窓
口
ま
た
は
電
話
で
、
八
幡
公
民
館

（
蕁
９９５
・
６
２
１
６
、
受
付
時
間
＝
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
）
へ

消
防
団
が
、
日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
と

服
装
点
検
な
ど
を
披
露
し
ま
す
。
多
く
の

皆
さ
ん
の
見
学
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

A
１１
月
６
日
豸

午
前
９
時
〜
正
午

B
八
潮
中
学
校
校
庭
（
雨
天
時
体
育
館
）

I
消
防
本
部
総
務
課
蕁
A
３
５
１

A
１１
月
１１
日
貊
〜
平
成
１８
年
１
月
２７
日
貊

午
前
１０
時
〜
午
後
３
時
（
毎
週
金
曜
日
・

全
１０
回
、
年
末
年
始
を
除
く
）

B
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
寿
楽
荘
（
送
迎
バ

ス
を
運
行
）

C
市
内
在
住
の
６０
歳
以
上
の
方

D
健
康
管
理
・
福
祉
・
郷
土
史
・
生
活
・

身
近
な
法
律
・
施
設
見
学
・
趣
味
な
ど

F
４０
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
未
受

講
者
を
優
先
し
ま
す
）

G
２
０
０
０
円
（
材
料
費
）

H
１０
月
１１
日
か
ら
２１
日
ま
で
に
申
込
書
を

寿
大
学
校

災
害
か
ら
み
る

安
全
ま
ち
づ
く
り
市
民
講
座

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命 

秋
山
　
孝
一
氏 

（
中
央
二
丁
目
） 

（
再
任
） 

監
査
委
員
の
選
任 

荻
野
　
清
晴
氏 

（
八
潮
四
丁
目
） 

（
議
会
選
出
） 

お
ぎ
　
の 

き
よ
　は
る 

あ
き
　
や
ま 

こ
う
　
い
ち 

（
任
期
　
平
成
１７
年
１０
月
１
日

〜
平
成
２１
年
９
月
３０
日
）

消
防
団
特
別
点
検

船
の
科
学
館
無
料
公
開

おしらせHOTコーナー　催し・案内

公
民
館
人
権
講
座

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
っ
て
な
ん
だ
？
」

消
費
税
の
相
談
は
税
務
署
へ

ル
ー
ル
守
っ
て
明
る
く
住
マ
イ
ル

「
違
反
建
築
な
く
そ
う
運
動
」

委
員
に
な
り
ま
し
た
。

〔
任
期
〕
平
成
１７
年
８
月
２４
日
〜
平
成
２０

年
８
月
２３
日

ま
た
、
８
月
２５
日
の
総
会
に
お
い
て
、

会
長
に
市
川
俊
之
氏
が
、
会
長
代
理
に
高

橋
達
夫
氏
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

I
農
業
委
員
会
事
務
局
蕁
A
２
８
６

（
任
期
　
平
成
１７
年
９
月
２８
日

〜
平
成
２１
年
９
月
２７
日
）



大
規
模
事
業
所
等
の
努
力
、
市
民
等
の
協

力
の
４
つ
に
分
け
、
そ
の
う
ち
「
市
長
の

責
務
」
で
は
、
地
域
経
済
の
振
興
を
図
る

た
め
に
基
本
計
画
の
作
成
な
ど
８
項
目
を

挙
げ
て
い
ま
す
。

「
八
潮
市
中
小
企
業
等
の
振
興
に
関
す

る
要
綱
」
の
取
り
扱
い

現
在
の
「
八
潮
市
中
小
企
業
等
の
振
興

に
関
す
る
要
綱
」
に
つ
い
て
は
、
施
策
を

条
例
の
中
で
読
み
込
ん
だ
う
え
で
廃
止
す

る
と
し
て
い
ま
す
。

条
例
の
名
称

条
例
の
名
称
に
つ
い
て
は
、「
八
潮
市

地
域
経
済
振
興
条
例
」
と
し
て
い
ま
す
。

以
上
が
答
申
の
概
要
で
す
。

市
で
は
、
答
申
さ
れ
た
「
条
例
の
大
綱
」

が
、
広
範
囲
な
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
現
在
、
条
例
化
に
向
け
た
作
業
を
進

め
て
お
り
、
な
る
べ
く
早
期
に
議
会
に
提

案
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

な
お
、
答
申
の
全
文
は
、
八
潮
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

I
商
工
振
興
課
蕁
A
３
３
２

おしらせHOTコーナー　案内

要
性
を
述
べ
て
い
ま
す
。

条
例
大
綱
の
目
的

市
内
事
業
所
の
発
展
で
地
域
経
済
を
振

興
す
る
こ
と
と
、
市
、
事
業
者
お
よ
び
関

係
団
体
並
び
に
市
民
の
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

分
担
を
明
確
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
位
置

付
け
て
い
ま
す
。

基
本
方
針

中
小
事
業
所
を
振
興
す
る
う
え
で
留
意

す
べ
き
点
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
住
み
や
す

い
地
域
社
会
の
実
現
を
目
標
と
す
べ
き
こ

と
や
事
業
者
の
自
主
的
な
努
力
の
尊
重
、

地
域
特
性
と
の
調
和
な
ど
に
言
及
し
て
い

ま
す
。

中
小
事
業
所
振
興
の
基
本
と
な
る
施
策

経
営
基
盤
強
化
や
立
地
環
境
、
従
業
者

福
祉
、
市
民
と
の
ふ
れ
あ
い
、
お
よ
び
新

し
い
産
業
の
育
成
を
基
本
と
す
る
と
し
て

い
ま
す
。
特
に
、
新
し
い
産
業
に
つ
い
て

は
、
今
後
市
内
で
育
て
て
い
き
た
い
観
光

産
業
も
入
る
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

関
係
者
の
責
務

関
係
者
と
し
て
は
、
市
長
の
責
務
の
ほ

か
、
中
小
事
業
所
・
関
係
団
体
の
努
力
、

八
潮
市
商
工
振
興
審
議
会(

会
長
坪
井

順
一
文
教
大
学
教
授)

は
、
市
長
か
ら

「
八
潮
市
中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
の
大

綱
」
の
諮
問
を
受
け
て
、
昨
年
度
か
ら
八

潮
市
の
産
業
振
興
を
推
進
す
る
新
し
い
条

例
に
つ
い
て
、議
論
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

去
る
６
月
２６
日
、
八
潮
メ
セ
ナ
で
開
か

れ
た
「
産
業
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
５
」
の
中

で
、
坪
井
順
一
会
長
は
「
八
潮
市
地
域
経

済
振
興
条
例
の
大
綱
」
と
し
て
答
申
し
ま

し
た
。

そ
の
主
な
内
容
は
、
①
答
申
の
背
景
と

目
的
②
中
小
事
業
所
を
振
興
す
る
た
め
の

基
本
的
な
施
策
③
施
策
を
進
め
る
た
め
の

関
係
者
の
責
務
④
条
例
の
名
称
　
か
ら
な

っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
市
内
の
様
々
な
事

業
所
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
基
本
的
な
施

策
を
定
め
、
市
を
中
心
と
す
る
関
係
者
の

役
割
に
つ
い
て
明
文
化
し
て
い
る
こ
と
が

特
徴
で
す
。

各
項
目
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

条
例
大
綱
制
定
の
背
景

市
内
の
事
業
所
経
営
の
厳
し
さ
を
背
景

に
、
市
全
体
で
事
業
所
の
振
興
を
図
る
重

A
１０
月
１８
日
貂

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

３０
分

B
八
潮
メ
セ
ナ
研
修
室
Ａ

F
１０
人
（
先
着
順
）

I
高
齢
い
き
が
い
課
蕁
A
２
１
８

埼
玉
県
最
低
賃
金
が
、
１０
月
１
日
か
ら

時
間
額
６８２
円
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
特
定
の
産
業
に
つ
い
て
は
別
途

産
業
別
最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

I
埼
玉
労
働
局
賃
金
室
蕁
０４８
・
６００
・
６

２
０
５
、
春
日
部
労
働
基
準
監
督
署
蕁

０４８
・
７３５
・
５
２
２
６

C
県
在
住
・
在
勤
ま
た
は
県
出
身
の
個
人

か
県
所
在
の
男
女
共
同
参
画
に
取
り
組
ん

で
い
る
団
体
・
事
業
所

H
１０
月
３１
日
ま
で
に
推
薦
書
（
県
Ｈ
Ｐ
、

県
男
女
共
同
参
画
課
等
で
配
布
）
を
県
男

女
共
同
参
画
課
（
蕁
０４８
・
８３０
・
２
９
２

７
）
へ

労
働
保
険
は
、「
労
災
保
険
」
と
「
雇

用
保
険
」
の
総
称
で
、
政
府
が
取
り
扱
う

保
険
制
度
で
す
。
労
働
者
が
業
務
上
の
事

由
や
通
勤
途
上
に
負
傷
し
た
場
合
お
よ
び

失
業
な
ど
し
た
場
合
な
ど
に
必
要
な
保
険

給
付
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用
す
る
事
業
主

は
、
加
入
手
続
を
行
い
、
労
働
保
険
料
を

納
付
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
だ
、
未
加
入
の
事
業
主
の
方
は
、
加

入
の
手
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
加
入
勧
奨
活
動
に
よ
っ
て
も
、

自
主
的
な
加
入
手
続
を
と
ら
な
い
事
業
主

に
つ
い
て
は
、
職
権
に
よ
る
強
制
的
な
保

険
関
係
成
立
手
続
を
行
い
、
労
働
保
険
料

の
認
定
決
定
を
行
い
ま
す
。

I

春
日
部
労
働
基
準
監
督
署
蕁
０４８
・

７３５
・
５
２
２
６
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
草
加

（
草
加
公
共
職
業
安
定
所
）
蕁
９３１
・
６
１

１
１
、
埼
玉
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
課
蕁

０４８
・
６００
・
６
２
０
３

（８） 平成17年10月10日 広報 No.659

申
込
み
に
当
た
っ
て
の
要
件
と
中
央
労
働

金
庫
の
審
査
が
あ
り
ま
す
。

I
県
勤
労
者
福
祉
課
蕁
０４８
・
８３０
・
４
５

１
８在

宅
で
ね
た
き
り
状
態
に
あ
る
高
齢
者

お
よ
び
重
度
身
体
障
害
者
に
対
し
、
在
宅

支
援
の
一
環
と
し
て
寝
具
の
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

A
１０
月
２６
日
貉
・
２７
日
貅
・
２８
日
貊

３

日
間
の
い
ず
れ
か
１
日
（
実
施
日
は
後
日

連
絡
し
ま
す
）

C
６５
歳
以
上
の
常
時
臥
床
（
ね
た
き
り
）

状
態
に
あ
る
高
齢
者
、
ま
た
は
、
身
体
障

害
者
手
帳
１
級
か
２
級
を
お
持
ち
の
重
度

身
体
障
害
者
の
う
ち
、
家
庭
に
お
い
て
布

団
等
を
干
す
こ
と
が
困
難
な
方

D
掛
布
団
、
敷
布
団
、
毛
布
、
か
い
ま
き

（
夜
着
）
の
「
乾
燥
・
殺
菌
」
で
、
当
日
、

委
託
業
者
が
ご
自
宅
へ
回
収
に
伺
い
、
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
後
お
届
け
し
ま
す
。

G
無
料

H
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
希
望
さ
れ

【
勤
労
者
支
援
資
金
】

※
利
率
は
改
正
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
※
別
途
、

保
証
料
（
0.6
〜
0.8
％
）
が
必
要
で
す
。
※

る
方
は
、
１０
月
１８
日
ま
で
に
市
役
所
⑧
、

⑨
番
窓
口
へ
（
代
理
申
請
可
）

※
９
月
ま
で
に
１
年
分
申
請
さ
れ
た
方
は

今
回
申
し
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

枚
数
を
変
更
す
る
場
合
は
、
１０
月
１８
日
ま

で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

I
高
齢
い
き
が
い
課
蕁
A
２
１
８
・
児
童

障
害
課
蕁
A
４
２
８

赤
十
字
活
動
資
金
（
特
別
社
資
・
１
口

１
万
円
）
の
募
集
が
埼
玉
県
下
で
一
斉
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
資
金
は
、
国
の

内
外
に
わ
た
り
災
害
救
助
活
動
や
地
域
福

祉
の
増
進
な
ど
数
々
の
人
道
的
事
業
に
使

わ
れ
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

I
社
会
福
祉
課
蕁
A
３
１
６
、
日
赤
埼
玉

県
支
部
事
業
部
振
興
課
蕁
０４８
・
８２９
・
２

６
８
１
　

八
潮
市
高
齢
者
保
健
福
祉
推
進
審
議
会

を
開
催
し
、
第
３
期
八
潮
市
高
齢
者
保
健

福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定

に
つ
い
て
審
議
し
ま
す
。

埼
玉
県
最
低
賃
金
の
改
正

さ
い
た
ま
輝
き
荻
野
吟
子
賞

『
八
潮
市
中
小
企
業
振
興

基
本
条
例
の
大
綱
』の
最
終
答
申

１０
月
は

「
労
働
保
険
適
用
促
進
月
間
」

感じて欲しい「言葉の大切さ」 
　９月３日にさいたま市民会館うらわで開催された「少
年の主張大会」で、高校生の部に参加し優秀賞
を受賞されました。 

大
森
恵
美
さ
ん
 

（
八
潮
南
高
等
学
校
２
年
） 

お
お 

も
り 

め
ぐ 

み 

　「壇上に立つと、大勢
の観客が目の前に広がっ
て、頭が真っ白になりま
した」と、大会の様子を
話してくれた大森さんは、
八潮南高等学校に通う高
校２年生。 
　今回の少年の主張大会
では、心が張り詰めてい
た時に、大森さんの父親
が言った「どんなに辛く
て死んでしまいたいと思
う時でも、死ぬことより
生きることを考えなけれ

ばだめだよ」という一言
から勇気をもらい、もう
少し頑張れると思った体
験を話したそうです。 
　「言葉は大きな力を持
っている。ちょっとした
一言で相手を傷つけたり、
喜ばせたり。人の人生ま
で変えてしまうことさえ
ある。伝えたい気持ちの
分だけ言葉に表れてしま
うから。言葉って本当に
大切だと思います」と笑
顔で話してくれました。 

　最近、犬のふんやオシッコによる苦情が大変多くな
っています。 
　飼い主の皆さんは、犬を散歩させるとき「ふん」をき
ちんとあと始末していますか？もし、自分の敷地に他人
の犬がふんをしたらどう
思いますか？ 
　犬は、ふんのあと始末
をすることはできません。
飼い主がふんをすぐに取
ってあげれば問題ないの
ですが、心ない飼い主が
ふんをさせたまま帰ってし
まうために、多くの人が迷
惑をしています。 
　人に迷惑をかけるよう
では、犬を飼う資格は無
いのではないでしょうか。 
　散歩の際には、飼い
主一人ひとりが注意をし、
ビニール袋等を持参して
ふんは必ず持ち帰り、始
末するようにしてください。 
　お互いに気持ちの良
い市民生活を送るため、
迷惑をかけないよう犬は
正しく飼いましょう。 
I環境課蕁A２３５ 

赤
十
字
活
動
資
金（
特
別
社
資
）

高
齢
者
保
健
福
祉
推
進
審
議
会
の
公
開

寝
具
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

埼
玉
県
の
勤
労
者
向
け
融
資
制
度

100万円 
　 

100万円 
 

200万円 

200万円 
 

100万円 

2.2％ 
 

2.5％ 
 

2.3％ 

1.9％ 
 

1.9％ 

対　象　資　金 限度額 利率 
応急資金（災害、事故、傷病、賃金遅払い等により必要
な資金の貸付） 
一般生活資金（出産、結婚、育児、高利貸し借り換え等
により必要な資金の貸付） 
（住宅の補修に必要な資金の貸付） 
教育資金（高校・大学等の入学金、授業料等の教育に
必要な資金の貸付） 
失業資金（失業により必要となった求職活動中の生活
資金の貸付） 


